
羅

纂

契
丹
の
構
…
心
旦
横
賜
の
名
構

稻

葉

岩

吉

　
　
　
　
圏

　
わ
が
高
麗
朝
に
於
け
る
東
亜
諸
國
と
の
即
事
を
顧
み
る
に
、
牟

島
の
凡
べ
て
の
時
代
を
通
じ
て
、
最
も
複
艦
さ
を
示
し
て
み
る
の

で
あ
る
り
特
に
、
満
洲
・
．
東
蒙
古
か
ら
巻
起
せ
る
部
族
に
は
、
契
丹

の
遼
と
、
女
口
の
金
國
と
が
あ
り
，
’
交
々
威
力
を
傘
島
の
上
に
登

輝
し
た
が
、
、
趨
い
で
蒙
古
の
元
朝
大
に
起
る
に
及
び
て
は
、
牟
島

は
、
完
全
全
身
の
形
式
と
内
容
と
を
具
備
す
る
に
至
っ
た
が
故
に
、

そ
れ
ら
北
方
諸
民
族
よ
り
感
受
し
た
と
こ
ろ
の
政
治
文
化
の
影
響

は
、
決
し
て
、
鮮
少
で
は
な
か
っ
た
は
す
で
あ
ろ
。
こ
れ
ら
の
諸

問
題
に
つ
い
て
は
、
無
熱
學
界
多
方
面
の
注
覗
す
る
と
こ
ろ
で
は

あ
り
，
現
に
、
一
昨
年
ほ
ど
、
京
城
帝
近
大
學
法
文
織
部
の
手
に

　
　
　
　
　
契
舟
の
横
宜
横
賜
の
魔
羅
　
（
二
葉
∀

て
景
印
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
龍
寵
手
鏡
の
施
、
」
と
き
．
そ
の
遼
版
に
近

い
も
の
で
あ
ら
う
こ
と
の
見
解
は
、
多
方
的
禮
讃
を
受
け
た
。

近
く
頒
印
さ
れ
る
伽
羅
山
海
印
寺
経
穴
の
哨
部
慧
琳
膏
義
は
，

同
じ
く
契
丹
系
藏
経
で
あ
る
と
い
ふ
理
解
に
於
て
、
特
色
づ
け
ら

れ
て
る
る
の
で
あ
る
。
金
石
文
字
の
方
よ
り
見
れ
ば
，
ま
た
幾
多

興
味
あ
る
偉
蹟
を
留
め
て
み
る
。
わ
た
く
し
は
、
か
つ
で
隔
，
成
鏡

北
道
北
膏
郡
な
る
城
串
山
摩
厘
の
女
義
字
を
繹
讃
し
て
、
之
を
至

元
中
の
題
名
記
で
あ
ら
う
と
し
、
そ
の
愕
頭
の
文
字
こ
そ
は
，
女

眞
字
に
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
り
○
爵
○
σ
q
ロ
三
隅
　
の
唯
一
記
念
で
あ

る
と
し
た
こ
と
も
あ
る
（
脊
郎
等
叢
第
二
號
拙
文
参
照
）
。
か
の
開

城
南
大
門
の
梵
鐘
巴
思
八
文
字
の
ご
と
き
．
そ
の
盗
鐘
と
製
作
と

　
　
　
　
　
　
第
十
老
谷
　
第
憎
競
、
　
コ
、
三

（1工り



　
　
　
　
　
契
丹
の
横
寛
横
賜
の
嶺
穂
　
（
穏
葉
）

に
於
て
、
最
大
の
誇
り
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。
か
や
う
に
し
て

曲
物
遽
蹟
の
、
こ
れ
ら
柳
代
の
外
國
驕
係
を
立
署
す
る
も
の
は
、

二
三
莚
と
掌
ま
ら
す
、
わ
れ
ら
の
調
査
研
究
の
進
む
に
つ
れ
て
、

倫
ほ
幾
多
の
好
材
料
を
髪
剃
し
得
べ
き
こ
と
を
信
ず
る
の
で
あ
る

が
、
た
∬
し
か
し
不
思
議
な
る
こ
と
に
は
、
そ
れ
ら
契
丹
・
鼻
筋
等

そ
れ
ぞ
れ
の
敦
治
文
化
の
痕
蓮
を
示
す
と
こ
ろ
の
文
字
は
，
殆
ん

ど
高
麗
史
上
に
見
る
こ
と
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
契
丹
は
，
顯
宗

論
來
、
宗
主
國
の
地
位
を
占
め
、
玉
無
の
交
通
、
百
儀
年
に
垂
ん

と
し
た
。
叉
た
こ
ち
ら
高
麗
よ
り
は
、
早
く
契
丹
語
練
習
生
を
ば

多
磨
派
遺
し
て
み
る
の
で
あ
っ
た
Q
金
手
に
て
も
同
様
で
あ
る
。

又
た
、
そ
の
昔
に
写
れ
ば
、
黒
水
謬
語
な
ど
い
ふ
も
の
も
あ
っ
た
。

黒
水
は
、
多
分
、
黒
龍
江
方
面
の
種
族
で
あ
り
、
秣
輻
の
名
の
下

に
交
通
し
て
み
た
種
族
で
あ
ら
う
。
か
の
豆
満
江
の
蜀
岸
、
東
間

島
の
地
面
に
、
一
時
の
覇
を
樗
し
た
束
論
國
の
文
字
す
ら
も
、
こ

ち
ら
に
は
、
逸
早
く
練
習
し
た
と
い
ふ
記
録
が
あ
る
。
そ
れ
ら
累

積
の
過
程
は
，
た
し
か
に
、
高
麗
歴
史
の
も
っ
と
こ
ろ
の
一
大
特

色
で
あ
る
に
關
は
ら
す
，
そ
れ
ら
契
丹
語
や
女
眞
語
の
撒
々
を
そ

こ
に
見
出
さ
ぬ
と
い
ふ
こ
と
は
、
果
し
て
い
か
な
る
原
困
に
麟
す

　
　
　
　
　
　
第
十
七
怒
　
第
一
號
　
　
一
一
四

る
で
あ
ら
う
◎
わ
た
く
し
は
、
む
し
ろ
不
為
議
に
考
へ
て
る
る
ゆ

も
し
播
い
て
、
女
藪
語
を
高
麗
史
の
本
文
に
求
む
る
と
せ
ば
，
霧

宗
己
亥
の
終
り
に
、
是
離
塁
築
長
城
三
尺
、
金
冠
吏
糞
腸
止
之
，
不

從
，
三
日
修
補
奮
城
、
葛
瀬
旬
牽
藁
胡
刺
古
・
習
顯
以
聞
云
々
と
の

一
節
に
見
ゆ
る
と
こ
ろ
の
胡
測
雷
習
顯
ら
の
職
名
な
る
牽
董
の
二

字
は
、
こ
れ
に
露
岩
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。
李
蓮
は
乃
は
ち
宋
の

許
充
宗
奉
使
行
程
録
に
見
ゆ
る
と
こ
ろ
の
人
皆
に
相
當
し
，
金
替

に
見
ゆ
る
と
．
）
ろ
の
豊
頬
烈
に
相
討
す
る
。
但
し
、
高
麗
愛
の
編

者
は
、
こ
の
二
曹
を
も
つ
て
、
官
職
と
は
解
せ
す
し
て
、
或
は
、
人

名
を
も
つ
て
見
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
い
つ

れ
に
せ
よ
、
高
麗
史
を
通
じ
て
の
女
眞
語
ら
し
い
も
の
、
右
の
学

蓮
の
二
字
に
す
ぎ
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
事
實
で
あ
り
、
事
し
も
，

わ
た
く
し
の
失
臓
で
は
な
か
ら
う
か
と
考
へ
る
。

　
然
ら
ば
、
契
丹
語
は
如
何
、
わ
た
く
し
は
，
た
ゴ
一
つ
の
場

合
が
見
出
さ
れ
て
み
る
と
思
ふ
、
そ
れ
は
，
横
宣
叉
は
横
賜
と
禰

す
る
名
詞
で
あ
り
、
「
、
宣
」
叉
は
「
賜
」
に
冠
す
る
と
こ
ろ
の
鴇
横
」
は

漢
字
の
ま
・
に
解
さ
れ
す
、
契
丹
語
を
も
つ
て
三
鷹
す
べ
き
で
あ

る
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。
以
下
少
し
く
こ
れ
が
臆
見
を
述
べ
て
、
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大
か
分
叱
正
を
仰
ぐ
こ
も
し
た
い
分
で
あ
る
。

　
　
　
　
二

　
さ
て
、
横
宣
の
名
稔
は
、
高
麗
の
靖
宗
七
年
四
月
中
、
契
丹
横

宣
使
秦
州
防
禦
弓
馬
世
長
來
と
い
ふ
記
事
を
も
つ
て
始
め
と
す
る

の
で
あ
る
。
岡
十
ご
年
六
月
中
、
叉
た
横
額
使
瞼
太
傳
耶
飾
罫
來

と
あ
り
、
文
宗
ご
十
一
年
号
繭
毒
中
に
は
、
横
賜
使
満
州
感
果
律

駕
來
と
見
え
盲
、
容
宗
七
年
十
二
月
中
，
叉
た
横
賜
使
機
鷹
司
室
蒲

遜
禮
來
と
あ
り
て
、
激
日
後
の
記
事
に
、
受
詔
乾
徳
殿
と
い
ふ
記

事
ガ
あ
る
q
術
し
て
薫
の
冬
＋
月
の
記
事
に
は
、
邉
工
部
侍
郎
李

山
嵐
如
遼
謝
横
賜
と
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、
こ
の
搬
宣
も
黒
総
も

同
一
脚
質
の
賜
興
で
あ
ら
う
こ
と
を
想
碧
し
得
る
の
で
あ
る
。
金

が
遼
（
契
丹
）
を
亡
ぼ
し
て
後
、
金
國
よ
り
は
、
向
じ
く
横
宣
・
横

賜
使
が
そ
れ
ぞ
れ
差
遣
せ
ら
れ
、
こ
ち
ら
高
麗
よ
り
は
、
そ
の
都

度
勾
玉
の
謝
恩
を
致
し
て
み
る
。
金
史
の
記
事
に
よ
る
と
、
そ
の

度
撒
は
、
、
遼
侮
の
そ
れ
に
比
し
て
，
む
し
ろ
頻
繁
で
あ
っ
た
や
う

で
あ
る
。
由
來
、
砂
金
扁
、
一
代
の
高
麗
へ
の
餓
使
は
、
第
一
冊
封
，

第
二
勅
祭
，
第
三
，
賀
生
辰
、
こ
れ
が
常
例
で
あ
っ
た
ρ
こ
れ
ら
常

例
の
外
に
西
所
謂
下
節
・
横
島
と
稻
す
る
と
ご
ろ
の
早
使
の
早
牛
が

　
　
　
　
　
契
丹
の
横
蜜
穰
賜
の
名
西
（
禰
葉
）

見
ら
れ
た
わ
け
で
み
み
が
、
そ
分
儀
禮
分
内
容
に
潔
し
て
分
記
録

は
盲
全
く
傳
は
ら
な
い
。

幸
硫
契
丹
國
志
常
山
に
麗
の
貢
讐
驕
し
て
左
の
記
事

を
牧
め
て
み
る
の
で
あ
る
、
曰
く

　
　
新
羅
鯉
暫
莚
物
件

金
器
二
百
爾
　
　
断
滅
肚
一
條
五
ナ
素

馨
時
津
馬
匹
五
十
爾
　
野
花
綿
紬
一
百
疋

細
布
一
千
疋
　
　
粗
布
五
千
疋

法
溝
酒
酷
共
一
百
瓶
華
兀
旬
卜
茶
＋
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
』
ノ

成
形
入
滲
不
定
数
　
無
灰
木
棚
牽
側

金
沙
耀
五
十
爾

白
墨
紬
五
百
疋

銅
雛
噌
千
番

藤
逡
器
物
五
十
事

組
紙
墨
不
定
数
目

　
　
本
國
不
評
年
歳
、
惟
以
八
飾
貢
献
、
人
使
蕃
櫓
正
妻
，
惟
稽

　
　
陪
臣
、
横
断
物
件

　
糎
米
五
百
石
　
精
米
五
百
石
　
織
成
五
彩
御
衣
審
定
数

と
、
以
上
の
品
臼
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
今
姑
く
躍
く
こ

と
溝
し
、
ご
の
記
録
の
歎
ふ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
．
高
麗
の
朝
貢

は
、
貢
進
と
躍
進
と
の
二
者
に
分
た
れ
て
み
る
、
三
軸
は
、
八
節

の
貢
献
を
指
す
に
蓮
ひ
な
く
、
そ
の
所
謂
横
瀧
と
は
、
横
瀬
・
横
賜

に
饗
す
る
と
こ
ろ
の
謝
恩
の
意
味
に
於
て
な
さ
れ
た
貢
進
の
晶
種

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
一
號
　
　
一
一
五
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契
舟
の
横
宣
橿
賜
の
名
樗
　
（
鱗
葉
）

で
あ
る
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
就
中
、
毛
馬
さ
れ
る
こ
と
は
、

そ
の
物
件
に
、
織
成
五
彩
御
衣
を
牧
録
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
織
成
五
彩
の
御
衣
と
い
ふ
や
う
な
も
の
は
、
い
つ
れ
精

巧
な
る
工
藝
品
で
は
あ
ら
う
か
ら
、
こ
ち
ら
篇
麗
の
所
産
で
あ
る

と
は
限
ら
な
い
、
或
は
、
宋
商
よ
り
得
る
と
こ
ろ
の
貿
易
陥
で
は

あ
る
ま
い
か
。
い
つ
れ
に
せ
よ
、
御
衣
と
い
ふ
性
質
よ
り
点
て
、

横
張
と
は
、
契
丹
の
皇
族
に
む
け
て
さ
る
Σ
も
の
で
あ
ら
う
こ
と

は
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
二
面
、
金
の
横
賜
の
場
合
を
見
る
と
、
高
麗
史
、
毅
宗
論
翌
秋

七
月
の
條
に
、
金
遣
横
賜
使
符
實
郎
徒
軍
懐
貞
來
賜
羊
二
千
と
い

ふ
記
事
が
あ
り
、
急
雷
丙
午
六
月
の
條
に
は
、
金
横
宣
撫
大
理
論

季
磐
來
宴
予
大
槻
殿
云
々
と
あ
・
り
て
、
鍬
日
後
の
記
事
に
、
賜
羊

予
丈
武
参
宮
以
上
及
近
匝
思
差
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
は
，
前

と
同
様
、
証
拠
の
内
容
に
は
，
多
く
の
羊
が
蒋
來
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
ま
い
か
と
、
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
賜
與
は

定
め
て
、
契
丹
の
流
事
を
沿
ふ
た
も
の
で
あ
る
と
の
想
像
も
、
可

能
で
あ
る
と
思
ふ
。
乃
ち
あ
ち
ら
遼
金
よ
り
は
多
く
の
牛
羊
を
、

董
の
牧
地
よ
り
も
土
ら
し
て
、
之
を
）
ち
ら
高
麓
に
贈
奥
し
、
〃
、

　
　
　
　
　
　
　
餓
叩
十
・
七
伍
慾
　
第
一
…
號
　
　
　
｝
　
一
山
ハ

の
代
償
に
、
農
作
物
で
あ
、
る
と
こ
ろ
の
米
や
、
工
藝
鹸
の
数
々
を

取
得
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
こ
れ
し
か
し
、
横
宣
・
横
賜
の

内
容
の
全
部
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
は
な
い
，
た
穿
か
Σ
る
場
合
も

嚢
生
し
た
も
の
で
あ
ら
う
こ
と
を
想
像
す
る
に
止
ま
る
の
で
あ

る
。
高
麗
史
に
よ
る
に
、
横
宣
・
横
面
使
か
、
或
は
、
先
帝
の
遺
繍

を
頒
た
ん
と
て
，
或
は
，
大
獄
経
を
贈
書
せ
ん
か
た
め
に
、
こ
ち

ら
に
そ
の
使
の
差
遣
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
わ
た
く
し
の
失
機
で

あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
遼
史
を
通
じ
て
↓
談
宣
・
横
賜
使
の
名
簿

は
見
當
ら
す
、
叉
た
契
丹
國
志
に
見
ゆ
る
と
こ
ろ
の
累
進
は
．
こ

ち
ら
高
麗
史
に
黙
る
を
得
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
、
輩
に
記
録
の
不

備
を
も
つ
て
、
か
た
づ
け
て
無
い
も
の
で
あ
ら
う
か
ρ

　
　
　
　
三

　
然
ら
ば
、
こ
の
横
宣
・
横
賜
と
い
ふ
名
義
は
、
い
か
や
う
の
意
義

を
も
つ
て
解
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
わ
た
く
し
は
、
ま
つ
之

を
漢
字
者
義
よ
り
考
へ
て
み
た
の
で
あ
る
。
元
の
二
元
瑞
に
吏
學

指
南
と
い
ふ
名
著
が
あ
る
。
宋
元
の
露
営
用
語
を
多
く
彙
取
し
て

み
る
か
ら
、
こ
れ
に
糠
っ
て
瞼
出
し
て
み
た
。
そ
れ
に
は
、
横
造

乏
い
ふ
文
字
や
横
牧
老
い
ふ
三
筆
侭
あ
め
、
こ
れ
ら
切
「
横
」
滋
、
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面
外
と
い
ふ
こ
と
に
に
一
致
す
る
b
概
宣
●
断
腸
ば
い
総
外
分
貢
進

で
あ
る
か
ら
「
横
」
と
稽
し
た
と
い
へ
ば
、
多
少
意
義
を
な
す
や
う

で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
も
と
ノ
、
、
指
南
で
の
横
は
、
横
暴
の
意

を
含
み
て
る
る
、
正
課
以
外
の
徴
税
で
あ
る
と
い
ふ
意
味
で
あ
る

以
上
、
か
｝
る
朝
廷
の
儀
禮
に
冠
せ
し
む
る
文
字
と
し
て
は
，
蓋

し
あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る
）
況
ん
や
宗
主
國
自
ら
が
横

宣
・
横
賜
と
梅
す
る
に
於
て
を
や
。
わ
た
く
し
は
、
か
や
う
の
槻
瓢

よ
の
し
て
、
之
を
漢
宇
音
義
に
求
め
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
無
識
で

あ
る
と
考
へ
、
或
は
乃
ち
高
麗
史
の
ぞ
れ
は
、
こ
ち
ら
特
有
の
丈

字
で
は
あ
る
ま
い
か
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
，
遼
愛
や
契
丹
國
志

を
逓
じ
て
、
横
宣
。
横
賜
の
名
構
は
、
未
だ
見
撫
さ
れ
す
、
ひ
と
り

こ
の
使
節
を
堂
入
れ
た
と
こ
ろ
の
側
に
於
て
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
豫
想
も
亦
全
く
當
を
得
る
も
の
で
は
な
い
。

横
宣
・
横
面
は
」
高
麗
｝
方
に
隈
ら
れ
す
、
西
夏
に
黒
し
て
も
、
岡

一
名
稽
の
下
に
於
て
、
使
節
は
、
差
響
せ
ら
れ
て
る
る
か
ら
で
あ

る
。
今
、
西
夏
超
事
本
宋
よ
り
抄
轟
す
る
こ
と
左
の
ご
と
し
。

（
二
、
牙
）

　
紹
興
二
十
七
年
夏
四
月
戊
戊
、
金
以
宿
直
將
腹
子
敦
斡
嘱
、
爲

、
横
賜
夏
國
使
。

　
　
　
　
　
契
丹
の
野
帰
織
賜
の
名
構
　
（
緒
葉
）

蟹
二
選
丹
曇
以
笹
三
斜
卯
珍
鳥
心
意

　
使
。

　
同
五
年
夏
五
月
，
金
藩
論
直
一
軍
富
者
饗
也
、
爲
雲
量
夏
國
使
。

　
同
八
年
夏
四
月
癸
亥
、
金
以
宿
直
碧
雲
唐
括
阿
武
里
、
爲
横
猿

　
夏
國
使
。

　
淳
熈
十
一
年
春
二
月
暴
虎
，
金
髪
器
物
国
使
画
，
爲
横
賜
黒
麦

　
使
。
（
…
以
下
略
之
）

　
本
文
の
記
事
は
、
專
ら
金
國
の
横
長
使
の
み
を
牧
め
る
の
で
あ

る
け
れ
ど
も
，
こ
れ
ら
横
割
使
の
、
契
丹
の
薔
名
を
襲
ひ
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

内
容
を
一
に
し
た
も
の
で
あ
ら
う
こ
と
は
、
想
像
さ
れ
る
。
　
　
　
虹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
、
四
，

　
横
宣
・
横
賜
の
意
義
の
、
漢
字
昔
義
よ
の
求
め
得
ら
れ
ざ
る
こ
と

は
、
爾
蓮
の
乳
、
〕
と
し
。
介
は
、
順
序
と
し
て
、
契
丹
語
彙
よ
り
求

む
べ
き
で
は
あ
．
る
か
ら
，
ま
つ
之
を
行
立
國
語
解
に
求
め
た
。
・
愚

心
」
契
丹
民
族
の
語
言
ほ
ど
不
明
な
る
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。

た
ジ
幸
ひ
、
遼
史
に
は
、
國
語
解
と
い
ふ
附
録
が
あ
り
、
金
元
二

品
の
そ
れ
と
Σ
も
に
三
史
國
単
解
と
構
せ
ら
れ
て
る
る
が
、
い
ふ

ま
で
も
な
く
、
三
史
は
、
そ
の
性
質
上
、
漢
字
以
外
の
多
く
の
語

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
一
號
　
　
一
一
七



　
　
　
　
　
契
丹
の
横
目
橿
賜
の
名
穰
　
（
穏
漿
）

言
を
妬
め
、
そ
れ
は
難
解
で
あ
っ
た
か
ら
、
編
講
者
は
、
ま
つ
前

・
二
曲
に
語
解
を
附
し
、
元
史
の
編
纂
に
篭
り
て
、
ま
た
語
解
を
険

し
た
の
で
あ
る
。
．
今
よ
り
見
て
、
不
備
の
轍
は
多
い
も
の
で
あ
ら

う
け
れ
ど
も
，
研
究
者
に
と
り
て
は
、
唯
「
の
津
梁
と
い
、
幽
の
外

は
な
い
。
こ
の
國
帯
解
に
も
、
も
ち
ろ
ん
、
横
宣
・
横
賜
の
名
器
は

見
拙
さ
れ
な
い
の
で
は
あ
る
が
，
た
・
一
つ
の
義
字
を
冠
す
る
と

こ
ろ
の
名
詞
を
見
幽
す
、
乃
は
ち

　
横
帳
。
徳
組
暴
騰
、
號
三
蓋
募
、
構
横
帳
、
宗
室
之
叢
書
者
。

と
い
ふ
記
事
で
あ
る
。
徳
租
は
、
契
丹
の
太
組
阿
保
機
の
父
を
い

ひ
、
太
帆
の
血
縁
（
兄
弟
行
）
に
属
す
る
族
を
ば
三
熱
房
と
落
し
た
Q

据
と
い
ふ
こ
と
は
、
古
く
用
ひ
ら
れ
て
る
る
家
族
輩
位
の
名
詞
で

あ
り
、
契
丹
で
は
、
之
を
帳
と
い
っ
た
ら
し
い
α
乃
ち
斡
耳
朶

〇
三
餌
の
制
で
あ
る
。
三
障
鍔
は
、
横
帳
と
い
ふ
榮
欝
が
與
へ
ら

れ
た
。
そ
れ
は
、
宗
室
の
最
誉
者
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
遼

史
（
一
八
三
）
耶
律
隆
運
の
本
憾
に
は
、
聖
宗
，
統
和
二
＋
二
年
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
隆
運
）

の
記
事
と
し
て
、
徒
王
替
賜
姓
、
出
宮
籍
、
隷
横
帳
〆
父
湧
後
、

　
　
　
（
替
）

乃
改
賜
難
名
、
位
親
王
上
云
々
と
あ
り
、
契
丹
内
応
に
て
之
を
見

る
と
，
隆
蓮
㎝
族
、
心
内
横
帳
，
調
於
景
宗
廟
位
、
喫
丹
横
平
、

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
錦
一
號
　
　
一
一
八

猫
宋
朝
玉
牒
所
也
云
々
と
書
い
て
み
る
。
横
帳
は
宗
室
之
尤
、
芸
者

と
い
ふ
國
語
解
の
記
審
の
内
容
は
、
こ
れ
で
充
た
さ
れ
る
で
あ
ら

う
。
間
じ
く
聖
宗
本
紀
，
統
和
八
年
三
月
の
記
事
に
，
落
蓋
帳
三

屠
，
不
得
輿
卑
小
帳
族
儒
婚
、
凡
庸
婁
必
奏
而
難
行
と
あ
る
。
廠

族
を
愈
重
し
、
貴
族
の
っ
乙
p
を
し
て
、
卑
小
帳
族
と
混
血
せ
し

め
ざ
る
や
う
支
持
し
て
み
た
影
遽
は
、
、
や
が
て
當
然
で
あ
る
か
に

観
取
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
畢
寛
、
横
帳
の
横
の
意
義
は
p
こ
れ

ら
最
愈
最
貴
の
帳
族
○
鼠
効
に
冠
せ
ら
る
べ
き
限
定
文
字
で
あ
っ

た
に
違
ひ
な
い
の
で
あ
る
が
。
し
か
し
、
こ
の
苗
字
が
，
何
放
に

さ
る
奪
貴
の
意
義
を
有
す
る
か
は
、
葡
に
蓮
べ
た
ご
と
く
、
平
冠

音
義
で
は
判
ら
な
い
の
で
あ
る
。
瑚
に
、
契
丹
語
雷
に
よ
る
と
こ

ろ
の
新
意
義
が
、
こ
の
横
字
の
上
に
與
へ
ら
れ
て
る
た
も
の
と
解

毒
す
る
よ
り
外
は
な
い
も
の
で
あ
ら
う
。

　
し
か
し
、
…
從
來
、
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
太
雌
蕊
保
機
は
、

漢
人
の
智
慧
に
よ
り
，
文
字
を
作
製
し
た
、
隷
書
の
傘
を
も
つ
て

之
を
塒
損
し
、
そ
の
文
字
撒
千
に
至
っ
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら

契
丹
字
は
外
形
こ
そ
漢
字
に
類
す
る
も
の
な
れ
、
そ
の
黙
刻
に
、

嶺
入
あ
る
こ
乏
、
猫
ほ
汝
慨
大
小
字
の
こ
乏
く
な
み
べ
き
は
す
で

（　118　）



あ
る
．
今
こ
の
横
宣
・
横
賜
の
揚
合
を
見
る
に
、
そ
れ
は
正
し
く
漢

字
の
横
字
で
あ
り
、
櫓
損
は
加
は
つ
て
み
る
と
い
ふ
も
の
で
は
な

い
。
然
る
限
り
に
於
て
，
漢
字
音
義
以
外
の
意
義
を
配
す
と
い
ふ

こ
と
は
、
全
く
不
二
の
や
う
に
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
わ
た

く
し
億
、
前
述
新
五
代
史
の
記
事
で
あ
る
と
こ
ろ
の
文
字
製
作
に

關
す
る
も
の
は
、
必
し
も
、
當
時
使
用
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
文
字
の

全
艦
で
あ
る
と
は
思
惟
せ
ら
れ
す
、
他
方
，
漢
字
を
探
湿
し
た
、

そ
し
て
そ
れ
に
別
様
の
意
味
を
付
し
て
み
た
揚
合
を
も
認
め
ら
れ

て
よ
い
も
の
と
思
ふ
。
例
へ
ば
、
シ
ラ
ム
レ
ン
も
Q
冨
彰
毎
①
ロ
の

漢
字
に
よ
り
て
表
罫
さ
れ
た
場
合
，
横
叉
は
野
水
を
も
つ
て
表
出

さ
れ
て
み
る
。
、
も
と
く
濃
と
い
ふ
文
字
は
、
積
水
と
か
大
池
と

か
い
っ
た
意
義
を
有
し
，
G
Q
冨
と
い
ふ
意
義
は
、
聯
か
も
認
め
ら

れ
な
い
、
　
ω
ぎ
　
は
契
丹
語
言
の
黄
色
の
黄
に
相
撃
す
る
。
大
化

萩
政
の
際
に
當
り
て
、
わ
が
朝
廷
に
て
は
、
漢
字
に
よ
る
官
階
を

探
用
し
た
が
、
そ
の
實
際
の
構
呼
は
、
漢
字
音
義
に
依
ら
す
し
て

日
本
固
有
の
意
義
訓
護
を
配
せ
る
こ
と
、
翰
堅
塁
引
の
括
地
堺
に
、

倭
國
其
宮
有
十
二
等
、
一
日
魔
卑
兜
吉
鎌
、
華
書
大
徳
、
二
日
小
徳
、

三
日
大
仁
、
四
日
小
幕
云
々
と
あ
る
が
ご
と
し
。
大
徳
の
二
字
を
ば

　
　
　
　
　
契
丹
の
横
宣
横
軸
の
名
穗
　
（
穏
葉
）

い
か
に
解
隠
し
て
も
、
わ
が
庶
卑
兜
吉
鎌
（
マ
ヒ
ト
キ
ミ
）
に
相
署

す
る
意
味
を
見
掲
し
得
ら
れ
や
う
。
畢
寛
、
典
佳
な
る
丈
字
を
漢

籍
に
借
用
し
、
漢
人
に
示
さ
る
Σ
場
合
の
用
意
に
と
探
田
用
し
た
も

の
で
は
あ
ら
う
。
契
丹
人
に
脅
し
て
も
，
こ
う
し
た
用
字
上
の
槻

測
、
は
、
許
容
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
　
　
五

　
改
憲
の
場
合
を
考
へ
る
に
，
こ
れ
ま
た
漢
字
に
よ
り
て
黒
蟻
さ

れ
て
は
み
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
讃
方
な
り
意
義
な
り
は
、
聯
か
も

そ
れ
に
拘
束
さ
る
Σ
も
の
で
は
な
く
、
契
丹
語
の
ω
欝
9
魯
を

表
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
。
。
。
冨
に
つ
い
て

は
、
契
丹
國
志
（
二
三
）
に

　
契
丹
部
族
、
本
無
姓
氏
、
惟
各
善
所
居
地
名
呼
之
，
婚
嫁
不
拘

　
　
　
　
（
太
組
）

　
地
里
、
至
附
差
機
攣
家
爲
國
豊
後
、
始
以
王
族
號
矯
横
帳
、
伽

　
以
所
居
士
地
、
名
日
廿
里
、
著
辞
世
里
者
，
上
京
東
二
百
里
地

名
也
蕪
無
量
鍛
復
蜂
腰
堆
黒
齎
氏
、
番
法
震
惟
與
后

　
族
通
婚
、
更
総
懸
群
言
卑
、
其
王
族
后
族
二
部
落
胆
家
、
若
不

　
得
画
学
之
命
、
皆
不
得
與
諸
部
落
之
人
通
婚
、
或
諸
部
族
，
彼

籍
婚
嫁
、
不
拘
此
限
音
響
北
番
三
訂
首
際
二
辛
口
。

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
一
號
　
　
一
一
九
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爽
丹
の
横
宣
横
賜
の
名
四
　
（
穏
葉
）

と
あ
る
。
い
ふ
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
横
断
の
名
を
も
つ
て
王
族
に

輿
へ
た
の
は
、
太
組
阿
保
機
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ら
横
血
族
編
が

居
佳
し
て
る
た
か
ら
、
そ
こ
に
世
里
と
い
ふ
地
名
が
現
は
れ
た
、

そ
れ
は
、
上
京
囎
の
東
二
百
里
の
碧
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ

る
。
か
、
る
槻
察
は
、
あ
り
得
る
こ
と
Σ
思
ふ
、
名
族
が
み
た
か

ら
、
そ
れ
が
線
を
成
し
た
と
い
．
｛
工
合
に
解
せ
ら
れ
て
み
る
け
れ

ど
も
、
も
と
く
爽
注
の
世
里
浸
里
は
、
契
丹
心
志
の
漢
課
云
々

と
い
ふ
の
で
は
な
く
、
鮮
卑
逸
民
の
饒
樂
水
に
相
者
す
る
こ
と
は

往
年
，
白
鳥
博
士
の
東
胡
民
族
考
の
各
節
に
論
凝
せ
ら
れ
る
と
こ

ろ
の
㌔
、
」
と
し
，
世
里
ω
冨
と
い
ふ
契
丹
の
名
族
が
み
た
か
ら
、
水

名
（
遼
河
の
上
流
）
が
獲
生
し
た
と
い
ふ
の
で
は
な
い
の
で
、
爽
注

の
説
明
を
併
せ
て
類
倒
し
て
み
る
の
で
あ
る
、
乃
ち
ω
冨
窯
霞
窪

富
里
浸
里
と
灘
目
す
る
水
邊
鷲
居
佐
を
つ
Ψ
け
て
る
た
契
丹
の
民
族

に
、
阿
保
機
の
唱
族
屡
が
現
は
れ
、
取
り
て
も
っ
て
氏
と
し
た
、

耶
律
で
も
蒲
氏
で
も
、
闘
じ
く
旧
里
Q
。
ぎ
ザ
の
漢
課
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
（
白
鳥
榑
士
東
胡
民
族
考
＋
三
参
照
）
ω
富

は
、
蓋
し
黄
色
の
黄
で
あ
り
、
水
色
が
黄
土
質
に
よ
り
て
成
さ
れ

て
み
た
か
ら
、
」
之
を
黄
水
と
稔
し
た
も
の
で
は
あ
ら
う
。
前
に
述

　
　
　
　
　
　
籍
十
七
巻
　
第
一
號
　
　
一
二
〇

べ
た
が
㌦
、
）
と
く
、
契
丹
入
は
、
漢
字
で
表
猷
す
る
場
合
、
こ
の
河
を

ば
漢
水
と
呼
ん
で
み
た
。
そ
し
て
、
國
語
シ
ラ
ム
レ
ン
で
あ
る
こ

と
は
、
話
す
ま
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
．

　
そ
こ
で
，
契
丹
國
志
の
黒
く
と
こ
ろ
の
横
帳
の
由
來
の
そ
れ
は
、

す
べ
て
、
逆
推
し
て
よ
い
も
の
と
、
わ
た
く
し
は
信
ず
る
の
で
あ

る
、
乃
ち
世
里
遠
里
の
淺
に
み
た
か
ら
、
之
を
王
族
の
樗
號
と
し

之
を
磁
器
氏
と
も
鼓
し
、
漢
字
で
は
、
之
を
横
帳
と
い
っ
た
。
横

帳
は
，
正
し
く
は
、
漫
語
の
G
Q
冨
○
陸
餌
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
門
、
敵
獄
内
博
士
の
新
研
究
に
な
る
元
朝
斡
耳
朶
考
に
，

白
鳥
簿
士
の
「
塞
外
諸
民
族
の
黄
色
を
格
別
貴
重
し
た
風
習
は
、
還

く
高
句
麗
の
黄
部
に
潮
り
得
べ
く
、
元
朝
の
。
Q
冨
9
号
も
、
同

様
で
あ
る
。
乃
ち
支
那
民
族
の
五
行
思
想
を
も
つ
て
解
さ
る
べ
き

で
あ
ら
う
」
と
の
談
話
一
節
を
詰
め
て
ゐ
ら
れ
る
の
は
、
併
せ
て

考
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
横
緩
族
厨
の
攻
嵩
上
の
地
位
に
つ
い
て
考
察
七
て
み

た
い
の
で
あ
る
。
帳
即
ち
○
益
体
は
、
契
丹
富
家
構
成
の
室
要
部

分
を
占
め
て
み
る
．
契
丹
民
族
の
評
家
は
、
北
南
二
大
系
よ
り
域

立
も
、
そ
の
北
系
は
、
契
丹
入
を
主
と
す
る
畜
舎
系
民
族
で
あ
っ
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た
が
や
そ
れ
ら
は
、
い
つ
れ
も
部
落
國
家
の
生
命
を
持
暫
し
て
る

た
、
部
落
中
の
有
力
者
が
、
兵
力
か
或
は
他
の
合
法
手
段
に
よ
り

て
王
位
を
占
め
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
一
部
は
、
多
く
の
帳
厩

9
鏑
を
も
つ
て
成
立
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
阿
保
機
の
即
位

に
て
も
、
こ
の
惰
勢
は
喪
失
せ
す
、
遼
史
の
所
々
に
そ
の
次
第
が

現
は
れ
る
の
で
あ
る
。
遼
史
の
氏
志
に
は
ハ
皇
帝
邸
位
と
と
も
に

新
ら
し
い
帳
属
○
乙
9
。
の
設
定
さ
れ
た
と
い
ふ
こ
と
が
書
い
て
あ

る
、
太
麗
の
算
斡
魯
朶
は
そ
れ
の
始
め
で
あ
ら
う
、
曰
く
、
算
斡

魯
朶
太
韻
置
、
國
語
心
腹
日
算
、
宮
日
斡
魯
朶
，
是
爲
弘
義
宮
，

以
心
腹
之
衛
置
、
盆
以
渤
海
俘
・
錦
州
戸
、
其
斡
魯
朶
在
中
満
府

と
。
乃
ち
算
斡
魯
朶
の
漢
名
は
、
弘
義
宮
を
も
つ
て
評
せ
ら
れ
、

腹
心
者
を
主
と
し
、
・
そ
れ
に
新
俘
を
隷
飽
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

遼
志
に
は
、
各
皇
帝
の
斡
魯
朶
の
記
事
が
あ
る
か
ら
、
出
て
見
る

こ
と
を
便
と
す
る
で
あ
ら
う
。
興
味
あ
る
こ
と
は
，
こ
れ
ら
斡
魯

朶
b
巳
9
　
に
は
宮
府
僚
厨
を
置
き
、
叉
た
州
縣
を
附
駕
し
た
の

で
あ
る
。
特
に
、
横
帳
に
至
り
て
は
、
絡
別
の
組
織
を
有
し
た
も

の
ら
し
い
噛
同
職
百
官
志
に

　
皇
族
立
組
伯
子
童
心
無
後
、
次
子
巖
木
之
後
、
日
孟
父
房
楽
才

　
　
　
　
　
契
丹
の
横
目
横
賜
の
所
構
　
（
稻
葉
）

　
子
繹
掛
日
仲
父
房
．
季
子
欝
徳
組
之
元
子
、
芝
爲
大
組
天
皇
帝
．

　
下
之
横
書
，
次
日
刺
葛
日
迭
刺
日
寅
底
石
墨
安
端
日
蘇
、
皆
季

　
父
房
、
既
一
帳
三
房
、
謂
診
断
皇
族
（
中
略
）
皆
野
卑
官
蜴
隙
司
。

と
あ
る
が
ご
と
く
、
横
帳
に
厩
す
る
と
こ
ろ
の
部
族
三
野
は
．
帳

皇
族
と
む
稔
せ
ら
れ
た
。
大
回
隠
司
は
漢
語
の
宗
正
に
當
る
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
横
帳
に
は
、
常
直
・
大
師
・
大
熱
・
司
室
・
郎
君
・

知
事
以
下
の
官
麿
が
あ
っ
た
、
倣
乎
と
し
て
塩
分
朝
の
内
容
と
威

儀
を
備
へ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
六

　
か
や
う
に
考
へ
れ
ば
、
契
丹
に
於
て
，
横
掌
を
冠
す
か
と
こ
ろ

の
儀
禮
即
ち
横
宣
使
・
横
暴
使
と
い
ふ
も
の
は
、
騒
騒
の
横
。
。
冨

と
同
一
に
解
尽
し
て
繕
い
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
横
宣

は
ω
冨
の
宣
旨
使
で
あ
り
、
横
賜
は
ω
冨
の
賜
與
で
あ
る
か

ら
、
換
言
す
れ
ば
，
勅
宣
・
勅
賜
と
い
ふ
こ
と
に
相
席
す
る
の
で
あ

ら
う
と
思
ふ
　
而
し
て
、
　
ω
…
蜀
を
特
に
壁
厚
（
篇
）
に
作
り
、
格

別
、
漢
字
者
義
を
避
け
た
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
、
契
丹
入
の
意
識
は

察
知
せ
ら
る
ミ
、
」
と
く
、
横
宣
・
横
賜
も
同
様
、
漢
字
を
借
用
し
つ

Σ
而
…
も
そ
の
意
義
に
從
は
な
い
の
で
あ
る
9
束
胡
系
の
民
族
の
こ

　
　
　
　
　
　
第
十
七
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契
丹
の
横
目
横
賜
の
名
欝
　
（
落
葉
）

う
し
た
思
想
の
傾
向
は
、
清
の
乾
隆
時
代
な
ど
に
製
作
さ
れ
た
塞

外
地
理
誌
を
探
れ
ば
、
十
分
に
観
取
さ
れ
る
。

　
し
か
る
と
こ
ろ
、
之
と
は
全
く
反
封
に
し
て
、
横
帳
の
横
を
漢

字
音
義
に
求
め
て
み
る
、
乃
ち
縦
横
の
横
に
解
乏
し
た
記
録
が
あ

り
、
而
か
も
そ
れ
は
，
遼
史
の
百
宜
志
（
一
）
墨
壷
九
帳
の
條
に
あ

る
か
ら
、
一
段
の
注
意
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
。
左
の
ご
と
し
。

　
遼
俗
東
饗
而
爾
左
、
御
帳
東
向
、
潟
楚
九
牛
南
糊
、
皇
族
三
父

　
帳
北
饗
、
内
東
西
爲
経
、
南
北
爲
緯
，
故
立
教
螢
爲
横
降
云
。

こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
契
丹
の
帳
幕
は
、
御
帳
の
外
、
海
賊
氏
の

九
帳
と
皇
族
三
号
帳
と
よ
り
成
り
、
御
帳
は
、
遙
叢
・
三
級
帳
の
南

北
よ
り
絹
樹
面
す
る
そ
の
中
間
を
東
西
に
横
断
す
る
形
に
な
っ
て

み
る
、
故
に
、
御
螢
は
夕
影
の
名
を
得
た
と
い
ふ
の
で
、
通
読
の

や
う
で
は
あ
る
が
、
不
可
解
な
る
こ
と
に
は
、
横
帳
は
横
帳
、
御

帳
は
御
帳
で
あ
り
、
混
同
す
る
を
得
ざ
る
の
み
な
ら
す
、
い
ふ
と

こ
ろ
の
三
父
帳
は
、
即
ち
横
帳
を
も
つ
て
呼
ば
れ
て
み
る
こ
と
前

掲
諸
記
事
の
示
す
と
こ
ろ
の
ご
と
し
。
横
帳
と
御
帳
の
匝
別
は
満

洲
民
族
の
蔓
羅
に
似
た
も
の
で
あ
る
と
、
わ
た
ぐ
し
は
考
へ
る
。

羅
羅
磁
，
も
と
宗
室
全
櫨
の
稽
呼
で
あ
っ
喪
け
れ
ど
も
、
族
属
の

　
　
　
　
　
　
篇
ナ
七
総
　
箪
㎜
競
　
　
　
一
二
二

獲
達
に
つ
れ
て
、
持
定
欝
構
の
一
と
な
っ
た
、
こ
の
横
幡
は
船
ぎ

○
嘱
．
簿
で
あ
る
か
ら
、
最
費
の
地
質
を
占
め
て
み
た
の
で
は
あ
る

が
、
算
斡
魯
朶
な
ど
、
皇
帝
腹
心
の
宮
罵
が
、
御
帳
と
し
て
編
成

さ
る
・
に
至
り
て
は
、
自
か
ら
坐
位
に
差
等
を
生
じ
、
他
の
蓬
螢

氏
九
帳
と
鐙
革
す
る
や
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
ふ
Q
遼
史
は
、
ま

旗
こ
の
遙
蜷
九
帳
を
も
つ
て
早
早
の
上
に
居
ら
し
め
た
や
う
に
記

蓮
し
て
み
る
が
、
左
様
の
場
合
も
行
は
れ
た
で
は
あ
ら
う
。
抑
も

契
丹
入
は
、
帳
○
鏡
野
の
外
に
、
捺
鉢
を
も
つ
て
み
た
，
捺
鉢
は

移
動
的
の
9
費
で
あ
り
、
漢
語
行
瞥
と
構
せ
ら
れ
て
る
る
も
の

で
あ
ろ
が
、
捺
鉢
の
、
唱
定
の
地
勢
に
暫
定
す
る
場
合
、
果
し
て

前
掲
の
如
き
坐
位
に
よ
り
て
重
連
し
た
も
の
で
あ
ら
う
か
、
寧
ろ

疑
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、
捺
鉢
の
位
置
さ

れ
る
の
縄
緯
を
も
つ
て
、
横
帳
の
意
嚢
を
求
め
ん
と
し
た
の
は
、

全
く
斜
文
の
解
繹
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
漢
入
一
流
の
錐
法

で
あ
る
と
推
し
今
は
從
は
な
い
。
（
完
）
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